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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年６月30日）の業績につきましては、経常収益は、 

貸出金利息が増加したものの、有価証券利息配当金の減少により資金運用収益が減少し、また、株式等売却益の

減少によりその他経常収益が減少したことから、前第１四半期連結累計期間に比べ 17 億 36 百万円減少して 129

億86百万円となりました。一方、経常費用は、役務取引等費用が増加したものの、預金利息や社債利息の減少に

より資金調達費用が減少したこと、および与信関連費用の減少によりその他経常費用が減少したことから、前第

１四半期連結累計期間に比べ１億14百万円減少して97億19百万円となりました。以上により、経常利益は、前

第１四半期連結累計期間に比べ16億21百万円減少して32億67百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

同９億14百万円減少して21億７百万円となりました。 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末（平成 28年６月 30日）における財政状態につきましては、総資産は前連結会計

年度末に比べ14億円減少して２兆7,734億円、純資産額は同２億円減少して1,358億円となりました。 

主要な勘定科目につきましては、貸出金は個人貸出が増加したものの、法人貸出、公共貸出ともに減少したこ

とから、前連結会計年度末に比べ153億円減少して１兆7,481億円、有価証券は同62億円増加して7,776億円、

預金・譲渡性預金は個人預金、法人預金、公金預金ともに増加したことから、同 858億円増加して２兆 4,050億

円となりました。 

 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年５月10日公表の数値から変更ありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

○税金費用の計算 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用 

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しており

ます。 

 

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   (会計方針の変更) 

  法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取

得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

    なお、当第１四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

 

（3）追加情報 

 １．「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を  

  当第１四半期連結会計期間から適用しております。 

 

 ２．連結子会社において役員への退職慰労金の支払に備えるため、役員に対する退職慰労金の支給見積額のう

ち、期末までに発生していると認められる額を「役員退職慰労引当金」として計上しておりましたが、平成

28年５月開催の各連結子会社の取締役会において、各連結子会社の役員退職慰労金制度を各連結子会社の定

時株主総会（平成 28年６月 24日）の終結の時をもって廃止することを決議し、同総会において、各役員の

就任時から同総会までの退職慰労金を退任時に打ち切り支給することを決議いたしました。これにより、当

第１四半期連結会計期間において、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給額未払分 11 百万円

については「その他負債」に含めて表示しております。 
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（3）継続企業の前提に関する注記 

 

該当事項はありません。 

 

（4）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算短信説明資料（参考資料）

（１）第１四半期決算の概況（単体）

１．コア業務純益 貸出金利息は増加したものの、有価証券利息配当金の減少により資金利益が減少したことから、
前年同四半期比３億82百万円減少して27億66百万円となりました。

２．経常利益 与信関連費用は減少したものの、コア業務純益の減少および株式等関係損益が減少したことから、
前年同四半期比15億56百万円減少して31億22百万円となりました。

３．四半期純利益 前年同四半期比９億19百万円減少して20億90百万円となりました。

（単位：百万円）

（注）1. コア業務粗利益＝業務粗利益－債券関係損益

2. コア業務純益＝コア業務粗利益－経費

597－－－うち貸倒引当金戻入益 ③

47,79113,197△ 1,82411,373経常収益

9,7363,009△ 9192,090四半期（当期）純利益

15,1194,630△ 1,5953,035税引前四半期（当期）純利益

△ 185△ 47△ 40△ 87特別損益

15,3054,678△ 1,5563,122経常利益

17732△ 1616うち償却債権取立益 ④

412332△ 155177うち不良債権処理額 ②

2,4881,277△ 1,063214うち株式等関係損益

3,0331,343△ 1,170173臨時損益

421172△ 65107うち債券関係損益

12,2713,334△ 3852,949業務純益

－△ 13△ 63△ 76一般貸倒引当金繰入額 ①

11,8503,148△ 3822,766コア業務純益

12,2713,321△ 4482,873業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

9,8422,450△ 912,359うち物件費

12,9543,351△ 263,325うち人件費

24,2606,373△ 1136,260経費（除く臨時処理分）

36,1109,522△ 4959,027コア業務粗利益

295147△ 8760その他業務利益

3,697990△ 22968役務取引等利益

32,5408,557△ 4528,105資金利益

36,5329,695△ 5619,134業務粗利益

平成28年3月期
第1四半期比

（参考）
平成28年3月期

平成28年3月期
第1四半期

平成29年3月期
第1四半期

（１）第１四半期決算の概況（単体）

△ 362287△ 20384与信関連費用 ①＋②－③－④
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

（部分直接償却実施後）

17,83016,76790917,676総 与 信

368397△ 49348合 計

△ 0.39%

△ 35

△ 15

2

27年６月末比

2.06%

118

229

20

（参考）

28年3月末
27年６月末28年６月末

2.36%1.97%開示債権の総与信に占める割合

13499要 管 理 債 権

236221危 険 債 権

2527
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

金融再生法ベースの不良債権残高(連結)は、28年３月末比 20億円減少して 348億円となりました。
なお、開示債権の総与信に占める割合は、28年３月末比 0.09ポイント低下して 1.97％となりました。

（単位：億円）
【 連結 】

（注）1. 上記の６月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定す

る各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。

また、６月末の開示区分の金額は、平成28年３月末から同年６月末までの倒産・不渡り等の客観的

な事実及び行内格付の変動等を反映させた同年６月末時点での当行の定める債務者格付・自己査定基

準に基づく各残高を記載しております。

2. 債務者区分との関係

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ･･･「実質破綻先」、「破綻先」の債権

危険債権 ･････････････････････････････「破綻懸念先」の債権

要管理債権 ･･･････････････････････････「要注意先」のうち、債権毎の区分で「3ヵ月以上延滞

債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権

＜参考＞【 単体 】
（単位：億円）

（単位：億円）

17,72516,66391017,573総 与 信

358387△ 44343合 計

△ 0.37%

△ 34

△ 11

1

27年６月末比

2.02%

117

224

16

（参考）

28年3月末
27年６月末28年６月末

2.32%1.95%開示債権の総与信に占める割合

13399要 管 理 債 権

230219危 険 債 権

2223
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

（単位：億円）
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13,02568313,708③リスク・アセット

1,452△ 811,371②自己資本額（コア資本）

△ 1.14%

27年６月末比
27年６月末28年６月末

11.14%10.00%①自己資本比率 ②÷③

（３）自己資本比率（国内基準）

平成28年６月末の連結自己資本比率は、利益の積み上げにより自己資本額が増加したことを主因として、
28年３月末比0.17ポイント上昇して10.00%となり、国内銀行の基準値４%を上回る水準で推移しております。

【 連結 】
（単位：億円）

12,89769013,587③リスク・アセット

1,388△ 631,325②自己資本額（コア資本）

△ 1.01%

27年６月末比
27年６月末28年６月末

10.76%9.75%①自己資本比率 ②÷③

＜参考＞【 単体 】
（単位：億円）

（注）１．自己資本比率(国内基準)は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照ら
し自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に
基づき算出しております。

13,720

1,349

9.83%

(参考)

28年3月末

（単位：億円）

1,305

13,598

9.59%

(参考)

28年3月末

（単位：億円）
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（４）時価のある有価証券の評価差額（連結）

有価証券評価差額（含み益）は、28年３月末比 23億円減少して 288億円となりました。

種 類
差額

株 式

株 式

3117,3707,6813407,3497,6902887,4557,743合 計

△ 38485446△ 15945930△ 69535466小 計

△ 06262△ 1472470△ 04141債 券

△ 12217205△ 7399391△ 24259235その他

△ 25204179△ 57367△ 45235189
連結貸借対
照表計上額
が取得原価
を超えない
も の

3496,8857,2343566,4036,7593576,9197,277小 計

1,363

5,595

275

連結貸借

対照表

計上額

（参考）28年3月末

1,304

5,403

176

取得

原価

58

192

98

差額

1,022

5,243

493

連結貸借

対照表

計上額

27年６月末

986

5,107

309

取得

原価

35

136

184

取得

原価

621,3591,422その他

2135,4135,627債 券

81146227
連結貸借対
照表計上額
が取得原価
を 超 え る
も の

差額

連結貸借

対照表

計上額

28年６月末

（単位：億円）（単位：億円）

011022011合 計

差 額

－－－－－－－－－
時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

011022011
時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

差 額

連結貸借

対照表

計上額

（参考）28年3月末

時 価

連結貸借

対照表

計上額

27年６月末

時 価差 額時 価

連結貸借

対照表

計上額

28年６月末

（単位：億円） （単位：億円）
② 満期保有目的の債券

① その他有価証券
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（５）貸出金、預金等、預り資産残高（単体）

① 貸出金は、個人貸出、法人貸出、公共貸出ともに増加し、前年同四半期末比 913億円増加して
１兆7,527億円となりました。

② 預金等は、個人預金、法人預金、公金預金ともに増加し、前年同四半期末比 1,313億円増加して
２兆4,108億円となりました。

③ 預り資産残高は、保険が増加したものの国債の償還により公共債が減少し、前年同四半期末比
24億円減少して3,577億円となりました。

71.47%71.25%0.74%71.99%中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

42840041441消費者ローン

4,8714,4934934,986住 宅 ロ ー ン

5,3004,8945335,427う ち 個 人 ロ ー ン

12,63611,83978012,619中 小 企 業 等 貸 出 金

17,67916,61491317,527貸 出 金

27年６月末比

（参考）

28年3月末
27年６月末28年６月末

1,8042,0623712,433譲 渡 性 預 金

6,0085,6084666,074う ち 法 人 預 金

4,1884,215454,260流 動 性 預 金

23,25322,7951,31324,108計

1,8191,3924211,813定 期 性 預 金

5,3325,375145,389定 期 性 預 金

8,2808,2563608,616流 動 性 預 金

13,61213,63237414,006う ち 個 人 預 金

21,44820,73394121,674預 金

27年６月末比
28年６月末

（参考）

28年3月末
27年６月末

う ち 個 人

公 共 債

う ち 個 人

484634△ 177457

2,4802,3102262,536保 険

422553△ 158395

573611△ 67544

613656△ 73583投 資 信 託

3,5793,601△ 243,577預 り 資 産

27年６月末比
28年６月末

（参考）

28年3月末
27年６月末

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

① 貸出金残高

② 預金等残高

③ 預り資産残高

以 上
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平成28年6月期決算について



平成28年6月期 決算サマリー

経常収益
コア業務粗利益

コア業務純益
経常利益

四半期純利益

… 一般事業会社のいわゆる「売上高」に相当します。
… 資金利益、役務取引等利益、その他業務利益（債券関係損益を除く）を合計したもので、一時的な要因に左右されない本業の粗利益

です。
… コア業務粗利益から経費を控除したもので、一時的な要因に左右されない本業の利益です。
… コア業務純益から与信関連費用を控除し、有価証券に関する損益、その他臨時損益を加算したもので、通常の事業活動から生じる

利益です。
… 経常利益に特別損益を加算し、法人税等合計を控除した最終的な利益です。

【　単体　】 （単位：億円）

②－③

 経常収益 ① 131.9 ▲ 18.2 113.7 109.7 4.0

 コア業務粗利益 ② 95.2 ▲ 4.9 90.3 88.5 1.8

資金利益 85.6 ▲ 4.5 81.1 78.2 2.9

役務取引等利益 9.9 ▲ 0.2 9.710.6 ▲ 0.9

その他業務利益（債券関係損益を除く） ▲ 0.3 ▲ 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.3 ▲ 0.2

 経費 ③ 63.7 ▲ 1.1 62.6 62.8 ▲ 0.2

 コア業務純益 （②－③） ④ 31.5 ▲ 3.8 27.7 25.8 1.9

 与信関連費用 ⑤ 2.9 ▲ 2.1 0.8 2.5 ▲ 1.7

貸倒引当金繰入額（▲は戻入） 3.0 ▲ 2.3 0.7 1.5 ▲ 0.8

償却債権取立益 0.3 ▲ 0.1 0.2 － 0.2

 有価証券に関する損益 ⑥ 14.5 ▲ 11.3 3.2 － 3.2

債券関係損益 1.7 ▲ 0.6 1.1 － 1.1

株式等関係損益 12.8 ▲ 10.7 2.1 － 2.1

 その他臨時損益 ⑦ 3.6 ▲ 2.4 1.2 2.6 ▲ 1.4

 経常利益 （④－⑤＋⑥＋⑦） ⑧ 46.8 ▲ 15.6 31.2 25.9 5.3

 特別損益 ▲ 0.5 ▲ 0.4 ▲ 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.7

 税引前四半期純利益 46.3 ▲ 15.9 30.4 25.7 4.7

 法人税等合計 16.2 ▲ 6.7 9.5 7.6 1.9

 四半期純利益 ⑨ 30.1 ▲ 9.2 20.9 18.1 2.8

中間期計
画の1/2
③

差異平成27年
6月期
①

平成28年
6月期
②

増減

②－①

 ⑧経常利益 　第1四半期計画比 ＋5.3億円

　第1四半期計画比 ＋2.8億円

　第1四半期計画比 ＋1.9億円

 ①経常収益 　第1四半期計画比 ＋4.0億円

・四半期純利益は、経常利益が計画を上回ったことにより、計画比＋2.8億円の20.9億円

・経常収益は、貸出金利息、有価証券利息配当金および株式等売却益が計画を上回った
　ことにより、計画比＋4.0億円の113.7億円

・コア業務粗利益は、貸出金利息、有価証券利息配当金などの資金利益が計画を上回った
　ことにより、計画比＋1.8億円の90.3億円

・コア業務純益は、コア業務粗利益が計画を上回り、経費が計画同水準となったことにより、
　計画比＋1.9億円の27.7億円

・経常利益は、コア業務純益および有価証券に関する損益が計画を上回ったことなどにより、
　計画比＋5.3億円の31.2億円

 ②コア業務粗利益 　第1四半期計画比 ＋1.8億円

 ④コア業務純益

 ⑨四半期純利益

 第1四半期実績 経常収益・利益 堅調に推移（計画比）
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上期計画（第1四半期部分）との差異要因
（単位：億円）

＋2.0

平残要因 ＋0.3

利回要因 ＋0.2

平残要因 ▲0.4

利回要因 ＋2.0

役務取引等収益 ＋0.3

その他業務収益 ＋0.6

その他経常収益 ＋1.0

コア業務純益 ＋1.9

有価証券に関する損益 ＋3.2

与信関連費用 ▲ 1.7

経常収益の計画(上期計画の2分の1)との差異要因

・経常収益　　　　　　計画：109.7億円　実績：113.7億円　　＋4.0億円

・資金運用収益　　　計画：  83.0億円　実績：  85.0億円　　＋2.0億円
　　貸出金利息
　　　（実績プラス要因）貸出金平残　＋0.3、貸出金利回り　＋0.2
　　有価証券利息配当金
　　　（実績プラス要因）有価証券利回り　＋2.0
　　　（実績マイナス要因）有価証券平残　▲0.4

・役務取引等収益　　計画： 19.8億円　実績：20.1億円　　＋0.3億円
　　　（実績プラス要因）為替手数料　＋0.1、その他受入手数料　＋0.2
・その他業務収益　　計画：  0.5億円　実績：  1.1億円    ＋0.6億円
　　　（実績プラス要因）国債等債券売却益　＋0.6
・その他経常収益　　計画：　6.5億円　実績：　7.5億円　　＋1.0億円
　　　（実績プラス要因）株式等売却益　＋2.3、金銭の信託運用益　＋0.2
　　　（実績マイナス要因）雑益等　▲1.6

経常利益の計画(上期計画の2分の1)との差異要因

・経常利益　　　　 計画：25.9億円　実績：31.2億円　　＋5.3億円
　
・コア業務純益　　計画：25.8億円　実績：27.7億円　　＋1.9億円
　　（実績プラス要因）資金利益 ＋2.8
　　（実績マイナス要因）役務取引等利益　▲0.9

・有価証券に関する損益　　計画：0億円　実績：3.2億円　　＋3.2億円
　　（実績プラス要因）株式等関係損益 ＋2.1、債券関係損益 ＋1.1

・与信関連費用　　計画：2.5億円　実績：0.8億円　　▲1.7億円
　　（実績マイナス要因）貸倒引当金繰入額　▲0.7、貸出金償却　▲1.0

収
益
計
画
と
の
差
異
要
因

資金運用収益

貸出金利息
　　＋0.5

有価証券
利息配当金
　　＋1.6

利
益
計
画
と
の

差
異
要
因
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貸出金・有価証券・預金の状況

〈貸出金〉 (単位：億円) 〈有価証券〉 (単位：億円) 〈預金(含むNCD)〉 (単位：億円)

平成27年度
平成28年第1四半期

（3か月）
平成27年度

平成28年第1四半期
（3か月）

平成27年度
平成28年第1四半期

（3か月）

　平残実績 16,997 17,583 　平残実績 7,563 7,519 　平残実績 22,801 23,921

　平残計画 --- 17,426 　平残計画 --- 7,578 　平残計画 --- 23,369

　平残差異 --- ＋ 157 　平残差異 --- ▲ 59 　平残差異 --- ＋ 552

　利回り実績 1.484% 1.429% 　利回り実績 1.209% 1.177% 　利回り実績 0.037% 0.023%

　利回り計画 --- 1.425% 　利回り計画 --- 1.178% 　利回り計画 --- 0.034%

　利回り差異 --- ＋ 0.004% 　利回り差異 --- ▲ 0.001% 　利回り差異 --- ▲ 0.011%

第1四半期計画
17,426

上半期計画
17,457

第1四半期実績
17,583

通期計画
17,626

17,000

17,200

17,400

17,600

17,800

貸出金計画 貸出金実績

第1四半期実績
7,519

第1四半期計画
7,578

上半期計画
7,687

通期計画
7,799

7,000

7,200

7,400

7,600

7,800

8,000

有価証券計画 有価証券実績

上半期計画
第1四半期計画
23,368

通期計画
23,460

第1四半期実績
23,921

23,000

23,200

23,400

23,600

23,800

24,000

預金計画 預金実績

貸出金・有価証券・預金　平残計画・実績の対比

（億円） （億円） （億円）
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平成28年6月期 主要な取り組み

「企業の成長なくして 地域の成長なし
地域の成長なくして 当行の成長なし」

地方創生 事業性評価 女性活躍推進

みやぎん中核企業応援プロジェクト
“ ひなたの力 ”

平成28年4月スタート

みやぎん女性経営者の会
“ 彩色賢美 ”

平成28年4月発足

事業性評価を起点に、当行の持つ
「ネットワーク・フットワーク・チーム
ワーク」を駆使し、企業の成長を
全力でサポートします。

多様な業種業界で活躍する
女性経営者およそ40名で発足。

台湾からの誘客に関する
“ 観光振興協定 ”

平成28年5月締結

宮崎銀行、大分銀行、宮崎県、大分県、ＪＣＢ、
宮銀カード、大分カード、Ｊ＆Ｊ事業創造の8社
で協定を締結。

台湾からの訪日観光客をターゲット
として宮崎県・大分県の観光周遊
ルートを開発します。

女性経営者が抱える経営上の
課題解決や、ビジネス拡大を
支援してまいります。

成長期待企業

リーディング
企業

地域中核企業

ステージ
アップ

ステージ
アップ

【ひなたの力 概念図】
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